






































が推察できよう｡ (後掲拙稿 ｢アンガス・マディソン統計から見た世界経済発展史｣ の表１で























































立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
第１図 世界経済の拡大過程 (1950～2006年)    年９月発表のアンガス・マディソン統計による
Ａ 人 口 (単位：   万人, 対数目盛)
Ｂ PPPGDP (購買力平価でドルに換算した   ) (単位：  億    年ドル, 対数目盛)
                                                               
  世紀世界経済の長期展望   
Ｃ １人当たりPPPGDP (購買力平価でドルに換算した 人当たり   ) (単位：    年ドル, 対数目盛)
資料：                                                   ‒       (                                              )                          

















立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
第２図 世界人口の長期趨勢 (1950～2050年, 国連中位推計)
Ａ 合計特殊出生率 (    ～    年, ５年ごとの平均値, 女性１人当たり出産児数)
Ｂ 平均寿命 (    ～    年, ５年ごとの平均値, 歳)
資料：佐藤龍三郎･石川晃 ｢国連世界人口推計    年版の概要｣ 国立社会保障･人口問題研究所編 『人口問題研究』 第  
巻第３号 (    年  月),            ,                     ：             ,                
説明：第２図は, 国連の中位推計により    ～    年の世界人口の変化を展望したものである｡ 同統計は







Ｃ 人口増加率 (    ～    年, ５年ごとの年平均増加率, ％)
Ｄ 世界の人口 (    ～    年, 単位：   万人, 対数目盛)
資料：佐藤龍三郎･石川晃 ｢国連世界人口推計    年版の概要｣ 国立社会保障･人口問題研究所編 『人口問題研究』 第  
巻第３号 (    年  月),            ,                      ：             ,                
説明：国連の中位推計では,     年から    年までの  年間に先進地域での人口増加率は年率  ％程度
から－  ％程度に (  年につき  ポイントずつ) 低下していくものと見られ, 発展途上地域の場合は













国での実質成長率は年率４～  ％程度であり, 特に中国, インド, ロシアでの成長率は高く, その他の




































３. 国連統計で見た世界人口の長期趨勢 (1950～2050年, 中位推計)
第２図は, ｢国連世界人口推計｣     年版の中の中位推計に基づいて    ～    年の   年間
における世界の合計特殊出生率, 平均寿命, 人口増加率, 人口の趨勢を概観したものである｡
なおこの統計では, 世界全体が ｢先進地域｣ (欧州・北米・豪・新・日) とそれ以外の ｢発展
途上地域｣ に大別されているので,     年代までの先進資本主義国を ｢先進国｣ と称し, それ
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                                                                
４. IMF 統計で見た世界経済の最近の動向 (1980～2013年)
第３図は,    が発表した統計に基づいて,     ～    年における人口    万以上の人口
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第４図 先進諸国と新興諸国での経済拡大過程 (1950～2006年)    年９月発表のアンガス・マディソン統計による
Ａ 人口 (    ～    年) (単位：   万人, 対数目盛)
資料：                                                          (                                             )                          





Ｃ １人当たりPPPGDP (    ～    年) (単位：    年ドル, 対数目盛)
資料：                                                                                                                                
なお, 同統計で    年ドルにより示された数値を    年ドルに換算するのには,    の                                     に示された米国の   デフレータを用いた｡




まで増えたが, その上昇速度は    年代以降低下してきたこと, それ以外の国々 (新興諸国) での１人
当たり      はその数分の１でしかないが,     年前後から急上昇して    年には    年の西欧  
国と日本の平均値 (    ドル) に近づき, それ以上の速度で上昇しつつあることが分かる｡
戦後追い上げ型資本主義国としての西欧諸国と日本における１人当たり      の増加率は,     
年前後 (    ～    年) 以降    年前後 (    ～    年) まで  年ごとの平均でみると,   ％→  ％
→  ％→  ％→  ％, 先進国全体では,   ％→  ％→  ％→  ％→  ％というように低下してき
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第５図 先進諸国と新興諸国での経済成長率など (1950～2010年)    年９月発表のアンガス・マディソン統計に基づく
Ａ 先進諸国でのPPPGDP増加率 (年率％,     ～    年)
Ｂ 新興諸国でのPPPGDP増加率 (年率％,     ～    年)
Ｃ 世界全体でのPPPGDP増加率  年率％,     ～    年)
Ｄ 参考：米国でのPPPGDP増加率 (年率％,     ～    年)
Ｅ 人口増加率 (年率％,     ～    年)
Ｆ 先進諸国と新興諸国での１人当たりPPPGDP増加率 (年率％,     ～    年)
                                                                
  世紀世界経済の長期展望   
















値を計算して図示したものがＦ図とＧ図である｡ 両図を見ると    年における新興諸国での１人当たり       (    ドル程度) は    年の西欧・日本の平均値 (    ドル) を超え, 趨勢としてはそれ以
上の速度で増加しつつあることが分かる｡
                                                                
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第６図 マディソン統計 (1950～2006年) から見た世界経済の長期展望 (1950～2050年)
Ａ １人当たりPPPGDP増加率 (年率％,     ～    年,   年移動平均)
Ｂ 人口増加率 (年率％,     ～    年,   年移動平均)
Ｃ PPPGDP増加率 (年率％,     ～    年,   年移動平均)
Ｄ １人当たりPPPGDP (    ～    年) (単位：    年ドル, 対数目盛)
                                                                
  世紀世界経済の長期展望   
Ｅ 世界の人口 (    ～    年) (単位：   万人, 対数目盛)





























前提すれば,     年までの      や人口が計算できるので, それらに基づいて１人当たり      の見込値を計算して図示したものがＧ図であり, その増加率を示したものがＦ図で
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                                                                
１. １人当たり PPPGDP (≒就業者１人当たり年間所得) の増加率
第５図のＧで示したように,     年における新興諸国での１人当たり      は    ド
ル程度となる｡ それは戦後追い上げ型資本主義としての西欧・日本での    年の平均値 (    


































加しない時代に入る｡ 就業者１人当たり    年価格で     ドル (円に換算して   万円), ２
人で     ドル (   万円) の年収が平均所得の上限だというのは, 無限の所得上昇を期待す
る現代人にとっては寂しいことかも知れない｡ だが, 資本主義の高度化に伴って経済成長率は











なことは, これを実現しうるような社会制度と産業基盤の段階的整備, 教育の普及と向上, 開
明的で国民が信頼できる政府の樹立などであろう｡




世界の       (経済規模) の長期推移 (    ～    年) を展望することができる｡ Ｆ図に





友好互恵に努めるべきことが分かる｡ ちなみに, マディソン統計によればインドの経済規模は    年には日本を追い抜いたのであり, 中国の経済規模は    年ごろまでに米国を追い越す見
通しである｡ (アジアの新興国についての評価が低い   統計でも    年にはインドの   





間に  倍程度になる｡ その拡大速度は,     年代が  倍,   年代が  倍,   年代が  倍,  年代が  倍という程度で推移するから, エネルギー・環境問題への対処は今が正念場であ
る｡ この問題は  年・   年・   年先に向けて考える問題ではなく, 今後５年・  年・  年の
間に何ができるのか, 何をすべきなのかという問題なのである｡ この問題については別稿で論










資本主義的な市場経済は, 資本による労働の支配と搾取, 所得や資産の不平等, 過密長時間
労働, 労働疎外, 利己主義や拝金主義, 欲望の極大化, 各種共同体の解体, 人間性や自然環境
の破壊, 経済変動と企業倒産や失業, 生活の不安定といった諸問題を孕み, それらを深刻化さ
せる傾向を含んでいる｡ サッチャー, レーガン以来の ｢新自由主義｣ 的な制度改革, 市場原理
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第７図 社会発展の諸段階と資本主義発展の諸段階 (諸説の整理)


















東洋経済新報社,     年                                                                                                    ‒                                                                                                            ‒      (                                             )                                                                                                                                                                       ＞    ＞                                                                                                                                                                                       
佐藤龍三郎・石川晃 ｢国連世界人口推計    年版の概要｣ 国立社会保障・人口問題研究所編
『人口問題研究』 第  巻第３号 (    年  月)




加藤榮一・馬場宏二・三和良一共編 『資本主義はどこに行くのか』 東京大学出版会,     年
鶴田満彦編著 『現代経済システム論』 日本経済評論社,     年
西川 潤 『世界経済入門』 第３版, 岩波書店,     年
細谷千博監修 『国際政治経済資料集』 有信堂高文社,     年
国際連合広報局著・八森充訳 『国際連合の基礎知識』 改訂第７版, 世界の動き社,     年
関連拙稿 (八尾信光)
｢資本主義発展の諸段階をどう捉えるか｣ 経済学教育学会 『経済学教育』 第  号,     年
｢アソシエーション社会の可能性について｣ 基礎経済科学研究所 『経済学科学通信』 第   号,    年
｢資本主義の現段階と将来展望｣ 『立命館経済学』 第  巻第４号,     年
｢アンガス・マディソン統計から見た世界経済発展史｣ 『政経研究』 第  号,     年
｢早急な対策が必要なエネルギー・環境問題｣ 『経済科学通信』 第   号,     年
｢グローバル資本主義の行方｣ 『経済理論学会第  回大会報告要旨』,     年
｢グローバル資本主義の形成と将来展望―鶴田満彦編著 『現代経済システム論』 を読んで｣ 『政
経研究』 第  号,     年
｢書評：      編著 『グローバル資本主義と企業システムの変容』｣ 政治経済学・経済史学
会 『歴史と経済』 第   号,     年
『再生産論・恐慌論研究』 (新評論,     年) の前篇第１論文 (    年に発表した論文)
『資本主義経済の基本問題』 (晃洋書房,     年) の第１章 ｢市場経済と資本主義的市場経済｣,
第２章 ｢資本主義の基本矛盾について｣ (    ～  年に発表した論文), 第３章 ｢『宣言』 の
意義とその基本問題｣
＊本稿は, 経済理論学会第  回大会の１日目 (    年  月  日) に行った報告の内容を新たな
資料も参照しつつグラフ等を作り直し, まとめ直したものである｡ 報告に対して貴重なコメ
ントを下さった小谷崇氏, 泉弘志氏ほかの方々に厚くお礼を申し上げる｡
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